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原告 ]ゑ→な免打
1、 私は、神奈川県の三浦半島西側の海岸に面する横須賀市秋谷という地域で、

昭和39年から先祖代々の家業である漁業に従事し、今年で 56年になります。息

子2人も漁師になりました。

秋谷地域の漁師は、昔から海岸近くの水深1~15mのところの海底の磯に生息

するトコブシ、アワビ、サザエなどの貝類の他エピ、タコ，海藻類を、年間を通して

漁っております。0.3tほどの小さな船に乗って、木製の円筒状の箱の先に海底を

のぞく直径約30cmのガラスの付いた「箱メガネ」を使って、船上から、海底をのぞ

き、長さ約3メー トル～15メー トルの水深に応じた長さの竹棒の先端につけた鉄製

のモリや鉤で、海底の磯アラメやカジメ、ヒジキなどの海藻の間にいる貝類を採る

漁法を主に漁をしております。

2、 ところが、10数年程前から、次第に、海底の岩場の磯に生えるアラメ 、カジメ、

， 

ハバノリ、ヒジキなどの海藻の量が年
、

々減ってきました。この現象は特に最近5年

ほどの間にひどくなり、昨年頃からは、箱メガネで見ても、海底の磯場に以前は

森林の様に密生していたアラメやカジメ、ヒジキなどが、一本も見えないという磯

枯れの状態になってしまいました。そのため、漁獲量も激減し、最近では、アワビ

は、以前は1日5~6kg（約30個）だったのが、あっても1日1個という状態です。

サザエも、同様で、ほとんど獲れません。発生しても小さくて、やせています。海

草の漁獲も少なくなりました。このため、最近は、釣り漁に移っていますが、カワハ
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